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大和川清流復活ネットワーク

大和川清流復活大作戦

1

資料２



１．大和川水系の水質の現況について

2

（１）⽔質の調査から公表まで

⽔質調査

•⼤和川⽔系の７０地点で⽔質調査を実施

•調査機関は、国⼟交通省、奈良県及び奈良市

結果の集約
•毎⽉の各機関の調査結果を奈良県が集約、明らかな異常等がないか監視

結果の公表
•毎⽉の調査結果（速報値）を「⼤和川⽔質マップ」で公表
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１．大和川水系の水質の現況について

◇大和川水質マップ

・地点毎の月別の水質状況を見える化

・支川毎の流域市町村別の汚濁割合や、発生負荷量を見える化

河川への水質関与率

「河川へ出ていく汚れの量の割合を示しています」

大和郡山市
16％

奈良市
39％

生駒市
35％

安堵町
3％

斑鳩町
7％

2016年度

［市町村別発生負荷量内訳］汚濁起因市町村の見える化

富雄川

流域市町村

奈良市 （ 39％ ）

大和郡山市 （ 16％ ）

生駒市 （ 35％ ）

斑鳩町 （ 7％ ）

安堵町 （ 3％ ）
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汚濁起因市町村の見える化
［河川への水質関与率］

2016年度

市町村別の発生負荷量内訳

処理施設で取り除いている汚れの量

河川に出ていく汚れの量

（ 負荷量ベースkg/日 ）

富雄川

流域市町村

奈良市

大和郡山市

生駒市

斑鳩町

安堵町

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000



H21

水質マップの経年変化

大阪へ

H21年度の各地点の75％値

5



水質マップの経年変化 H28年度の各地点の75％値

H28

6

大阪へ



市町村ごとの生活排水を川に
流している人の割合（％）

低
い

高
い

０ 5 10 20 30 40以上

⼤和川の汚れの原因の約７割は⽣活排⽔

地域住⺠のみなさんの意識が⼤切！

7

１．大和川水系の水質調査について

◇生活排水マップ

・生活排水対策を頑張っている市町村の見える化

・市町村別の汚濁負荷量を見える化

各地域の実情を知ってもらう
ために「⽣活排⽔マップ」を
活⽤してもらう

処理施設で汚濁を取り
除いている汚れの量

川に出ていく汚れの量河川水質（ＢＯＤ75％値）

～3 3.1～5 5.1～8 8.1～10 10.1～
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１．大和川水系の水質調査について
⼤和川⽔系の環境基準点（２１地点）の環境基準達成状況の推移

＜未達成地点２地点＞

・枯⽊橋（Ｃ類型）
BOD75%値：5.6mg/l

・岡崎川流末（Ｃ類型）
BOD75%値：6.9mg/l

達成率

ＡＡ 1mg/l - 0 ／ 0

Ａ 2mg/l 100% 4 ／ 4

Ｂ 3mg/l 100% 2 ／ 2

Ｃ 5mg/l 87% 13 ／ 15

90% 19 ／ 21小計

地点数
基準値類型

大和川

河川
(BOD)

平成28年度生活環境項目（BOD）の環境基準達成状況

（基準達成水域数／類型指定水域数）

枯⽊橋は、基準点超過が続いて
いるが、平成18年度に⽐して、
⽔質は改善傾向が⾒られる。

岡崎川流末のＢＯＤについて
は、依然環境基準は超過してい
るが、前年度と⽐べ、改善され
ている。

達成率 達成数 達成率 達成数 達成率 達成数 達成率 達成数 達成率 達成数 達成率 達成数

1990%1990%1886%

環境基準点数

21

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

大和川 1362%1886%1781%
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２．大和川の水質改善に向けた対策について
（１）重点対策⽀川の選定（Ｈ２７に対象⽀川及び⽬標値の⾒直しを実施）

初瀬川・菩提川・菰川・秋篠川・地蔵院川・⼟庫川・葛城川・⾼⽥川
岡崎川・三代川・信貴川

重点対策⽀川
過去の⽔質調査の結果から著しく⽔質が悪く、将来的にも環境基準の達成が困難な⽀川

菩提川・菰川・⼟庫川・葛城川・⾼⽥川・岡崎川・三代川・富雄川

＜⾒直し前（１１⽀川）＞

＜⾒直し後（８⽀川）＞

【重点取り組み事項】
・汚⽔処理施設への接続促進啓発
・河川愛護意識の向上にむけた⽔質改善イベント等の実施
・河川美化活動による河川環境改善
・家庭からの河川汚濁削減への啓発 など

●引き続き、⽔質改善の取組の重点実施と点検を⾏い、⽔質改善状況を⾒える化

【重点実施期間】平成２７年度から平成３１年度の５年間
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1 ／ 8

２０１６年

処理施設で取り除いている汚れの量

河川に出ていく汚れの量

２．大和川の水質改善に向けた対策について
（２）重点対策⽀川の⽔質の現況

目標達成

11.9
11.1

10.3
9.5

8.6
7.8

7.0

5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

11.9

8.5
7.8

4.7

6.9

3.4
2.5

4.7

3.1

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

目標 実績BOD［mg/l］

菩提川【菩提川流末】



２ ／ ８

処理施設で取り除いている汚れの量

河川に出ていく汚れの量

11

２．大和川の水質改善に向けた対策について
（２）重点対策⽀川の⽔質の現況 ２０１６年

目標達成

9.2 9.0 8.8 8.6 8.4 8.2 8.0

5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

9.2

6.3 6.2 6.6

4.4 4.4 4.6 4.9

3.5

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

目標 実績BOD［mg/l］

菰川【菰川流末】
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３ ／ ８

処理施設で取り除いている汚れの量

河川に出ていく汚れの量

２０１６年
河川への水質関与率

（河川へ出ていく汚れの量の割合）

２．大和川の水質改善に向けた対策について
（２）重点対策⽀川の⽔質の現況

目標達成

9.9 9.6 9.3

9.0

8.6 8.3 8.0

5.5 5.4 5.2 5.1 5.0

9.9

6.9

8.0

10.0

7.5

6.0
5.6

4.5 4.3

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

目標 実績BOD［mg/l］

土庫川【土庫川流末】

大和高田

市

97.3%

葛城市

0.2% 広陵町

2.5%
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４／ ８

処理施設で取り除いている汚れの量

河川に出ていく汚れの量

２０１６年
河川への水質関与率

（河川へ出ていく汚れの量の割合）

２．大和川の水質改善に向けた対策について
（２）重点対策⽀川の⽔質の現況

目標未達成

9.1 8.9 8.7 8.6 8.5 8.2 8.0

5.2 5.1

5.1 5.0 5.0

9.1

6.3
7.3

4.7

8.4

6.2
5.2

5.8 5.6

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

目標 実績BOD［mg/l］

葛城川【枯木橋】
大和高田

市

16.3%
橿原市

2.9%

御所市

64.3%

葛城市

12.0%

広陵町

4.5%



５ ／ ８
処理施設で取り除いている汚れの量

河川に出ていく汚れの量

２０１６年
河川への水質関与率

（河川へ出ていく汚れの量の割合）

14

２．大和川の水質改善に向けた対策について
（２）重点対策⽀川の⽔質の現況

目標未達成

8.6 8.3 8.1 7.8 7.5 7.3 7.0

5.4

5.3
5.2 5.1 5.0

8.6

5.9

11.0

4.6
5.5

6.2
5.5 5.1

5.8

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

目標 実績BOD［mg/l］

高田川【細井戸橋】

大和高田

市

67.2%

葛城市

18.4%

広陵町

14.4%

河合町

0.0%
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６ ／ ８

処理施設で取り除いている汚れの量

河川に出ていく汚れの量

２０１６年

河川への水質関与率
（河川へ出ていく汚れの量の割合）

２．大和川の水質改善に向けた対策について
（２）重点対策⽀川の⽔質の現況

目標未達成

8.7

8.4

8.1 7.9 7.6 7.3 7.0 6.7

6.3

5.9
5.4 5.0

8.7

8.7

12.0

7.0

5.7

9.8

6.8

9.1
6.9

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

目標 実績BOD［mg/l］

岡崎川【岡崎川流末】

大和郡山

市

22.8%

斑鳩町

17.6%
安堵町

59.0%

川西町

0.6%
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７／ ８

処理施設で取り除いている汚れの量

河川に出ていく汚れの量

２０１６年

河川への水質関与率
（河川へ出ていく汚れの量の割合）

２．大和川の水質改善に向けた対策について
（２）重点対策⽀川の⽔質の現況

目標未達成

12.6
11.7

10.7
10.0

8.9
7.9

7.0
6.6

6.2 5.8 5.4 5.0

12.6

7.9 8.2

9.8

8.6

6.4

8.4

7.6
9.6

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

目標 実績BOD［mg/l］

三代川【三代川流末】 大和郡山

市

0.0%

斑鳩町

98.9%

安堵町

1.1%
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８／ ８

処理施設で取り除いている汚れの量

河川に出ていく汚れの量

２０１６年
河川への水質関与率

（河川へ出ていく汚れの量の割合）

２．大和川の水質改善に向けた対策について
（２）重点対策⽀川の⽔質の現況

目標達成

5.0 5.0 5.0

5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

7.2

4.6
5.0

3.9

5.2 5.7

4.0 4.2

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

目標 実績BOD［mg/l］

富雄川【弋鳥橋】

奈良市

39.5%

大和郡山

市

15.6%

生駒市

34.8%

斑鳩町

6.9%
安堵町

3.2%
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２．大和川の水質改善に向けた対策について
（３）今後の対応について

水質改善が進まないのはなぜか？

・下⽔道の未整備地域？
・下⽔道の接続切替が進んでいない？
・単独浄化槽が多い？
・浄化槽の適正な維持管理ができていない？
・事業場排⽔が原因？
・河川⽔量が特に少ない？

原因は複数多岐にわたる

流域・地域別の特徴を把握
効果的な対策を検討

県・市町村の情報共有・連携協働
意識の強化が重要

⼤和川重点対策⽀川部会の設⽴
（｢⼤和川のきれい化｣の推進）
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全国ワースト上位ランキングにある大和川の水質を“地域の環境を映す鏡”と捉え、
流域の多様な主体による広域的なネットワークにより､水質の改善に一層重点的に
取り組むとともに、きれいな水辺空間づくりを目指します。

○清流復活への取組促進
（全国ワースト上位ランキングからの脱却）

○きれいな水辺空間づくり

「大和川のきれい化」の推進

２．大和川の水質改善に向けた対策について
（３）今後の対応について



大和川水質マップ（H２８ ＢＯＤ７５％値）

いわれ橋
（2.3mg/ℓ）

曽我川橋
（3.1mg/ℓ） 立石橋

（1.4mg/ℓ）

興仁橋
（2.8mg/ℓ）

額田部高橋（3.6mg/ℓ）

上吐田（4.2mg/ℓ）

大和川
（初瀬川）

布留川

寺川飛鳥川曽我川

菩提川

佐保川

土庫川

葛城川高田川

菰川

秋篠川岡崎川富雄川

三代川

竜田川

信貴川

流末（3.1mg/ℓ）

流末（3.5mg/ℓ）

流末（3.9mg/ℓ）

滝川

葛下川

小柳橋
（2.5mg/ℓ）

流末（6.9mg/ℓ）

流末
（2.3mg/ℓ）

枯木橋
（5.6mg/ℓ）

流末
（4.3mg/ℓ）

里合橋
（3.3mg/ℓ）

保田橋
（3.0mg/ℓ）

吐田橋
（2.8mg/ℓ）

太子橋（3.6mg/ℓ）

弋鳥橋
（4.2mg/ℓ）

流末
（9.6mg/ℓ）

竜田大橋
（4.0mg/ℓ）

栄橋
（2.7mg/ℓ）

香滝橋
（4.2mg/ℓ）

だるま橋（3.8mg/ℓ）

畠下橋
（3.7mg/ℓ）

御幸大橋（2.8mg/ℓ）藤井（3.1mg/ℓ）

観音橋
（4.9mg/ℓ）

みどり橋
（1.2mg/ℓ）

初瀬取入口
（1.7mg/ℓ）

三条高橋（1.0mg/ℓ）芝（2.0mg/ℓ）

熊白梼橋
（2.8mg/ℓ） 菰川橋南詰

（3.1mg/ℓ）

還元橋
（2.9mg/ℓ）

今里橋
（2.4mg/ℓ）

神道橋
（1.5mg/ℓ）

西新堂橋
（3.0mg/ℓ）

大字藤森
（1.8mg/ℓ）

下流

大阪府

青垣園北詰
（6.1mg/ℓ）

東室北詰
（1.3mg/ℓ）

高樋橋（1.6mg/ℓ）

大和田橋
（1.6mg/ℓ）
小泉南詰
（2.7mg/ℓ）

新椿井橋
（1.8mg/ℓ）

大谷
（2.7mg/ℓ）

富本橋
（2.3mg/ℓ）

東橋
（2.2mg/ℓ）

桜橋
（1.1mg/ℓ）

流末（2.5mg/ℓ）
地蔵院川

昭和大橋（3.3mg/ℓ）

細井戸橋
（5.8mg/ℓ）

甘樫橋
（1.1mg/ℓ）

２．大和川の水質改善に向けた対策について
（３）今後の対応について

H30年度～
取り組み

H29年度～
取り組み

20



21

２．大和川の水質改善に向けた対策について
（３）今後の対応について

平成29年度
高田川、土庫川、葛城川を重点対策支川と定め、生活排水の負荷や浄化槽世帯割合、法定
検査未受検世帯等をまとめた。
12月開催の第1回大和川重点対策支川部会開催にて、
これら情報を関係市町・NPO・自治会と共有。
また、流入支川の影響把握の為の水質測定も毎月実施。

三代川、岡崎川を重点対策支川と定め、前年度同様に
進めていく。あわせて、高田川、土庫川、葛城川の水質
調査や啓発の取り組みは継続していく。

平成30年度

大和川重点対策支川部会の取り組み内容

部会の様子



大和川重点対策支川部会の概要
平成２９年度の取組

「高田川」「土庫川」「葛城川」を対象に、流域市町村、企業・団体等で実践部会を設立

「県・市町担当課長会議」設置 （６月１９日）

市町の協力の下、現地調査や統計データ解析を通じて、流域の現状分析と課題の洗い出し

調査・分析、課題整理

 現状・課題の認識・共有

部会設立ワーキング （１１月６日）

有識者を交え、主に以下の事項を協議

 汚水処理施設整備状況

「大和川重点対策支川部会（大和高田・広陵エリア）」設置 （12月25日）

役 割 ： 地域実践計画策定（目標の設定、具体的方策） ／ 実践活動の促進 ／ 情報共有・発信

メンバー ： 県・市町関係課、自治会・商工団体等、有識者

 浄化槽法定検査受検状況  水濁法上の事業所の分布状況 など

 課題を踏まえた取り組み方針等の検討  部会メンバー（団体・企業等）の選定

下水

道

57%
合併

浄化

槽

7%

単独

浄化

槽

24%

くみ

取り

便所

12%
流域人口

約40,000人

下水道

48%

合併浄

化槽

9%

単独浄
化槽
29%

くみ取り

便所

14%

流域人口
約26,000人

下水道

18%

合併浄
化槽
25%

単独浄
化槽
33%

くみ取
り便所

24%

流域人口
約8，000人

＜現状分析・課題の一例＞

 汚水処理施設整備状況

【高田川流域】 【土庫川流域】 【葛城川流域】

（課 題）
• 単独浄化槽・くみ取り便所の下水道への早期転換
• 浄化槽の適正な維持管理の促進
• 川を汚さない生活スタイルの促進

（現状分析）
• 各流域において、人口の約40～60％が単独浄化槽又はくみ取り便所を利用＜全県17.0.%＞
• 浄化槽の法定受験率が低い（大和高田市6.0％、広陵町4.6％）＜全県17.6％＞

平成３０年度の取組

継 続 実 施

＜年2回の部会開催＞

新 規 取 組

 第1回（6月頃） 団体等の活動事例の発表 など

 第2回（11月頃） 計画の進捗評価、次年度の事業化検討 など

「大和川重点対策支川部会（大和郡山・斑鳩・安堵エリア）」
設置・運営 ※重点対策支川：「三代川」 「岡崎川」

 5～6月頃 流域の現状分析と課題抽出

 7～8月頃 部会設置ワーキング

 10月頃 部会設立

 県 ：環境政策課、河川課、下水道課、
廃棄物対策課、景観・自然環境課

 関係自治体 ：大和郡山市、斑鳩町、安堵町

 有識者 ：2名程度（高田・広陵エリアと兼務）

＜スケジュール＞

＜メンバー＞

＜新たな取組＞

 浄化槽の適切な維持管理に関する普及・啓発チラシの作成・

配布 自治会、企業等の集会に個別訪問し、説明実施、配布

「大和川重点対策支川部会（大和高田・広陵エリア）」による実践活動
の促進 ※重点対策支川：「高田川」「土庫川」「葛城川」

⇒ 高田川・土庫川・葛城川については、一部で改善が見られるが、引き続き、「大和川重点対策支川部会（大和高田・広陵エリア）」 において、

水質改善等に係る実践活動を誘発・促進する。

⇒ さらに来年度は、三代川・岡崎川について汚濁の原因分析を進めるとともに、新たな部会を設置する。
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水質改善の取組事例

リバーウォッチング 出前講座 アクリルタワシ作製講座

川の清掃デー

○小学生を対象にした環境学習サポート ○生活排水対策

○河川愛護の啓発

地域住民等が行う「清掃・草刈・花の植栽」を
サポート

○清掃活動
大和川一斉清掃
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大和川一斉清掃 大和川流域２３市町村、６０会場で実施予定

チラシに修正等が必要な場合は、県河川課までご連絡願います。



26

大和川一斉清掃

実施年度 参加人数
回収ごみ

の量

平成２０年度 ３，７１８人 ２０トン

平成２１年度 ４８５人 ３トン

平成２２年度 ５，４１３人 ４７トン

平成２３年度 ６，６４２人 ３１トン

平成２４年度 ７，２０６人 ４９トン

平成２５年度 ８，３７２人 ４７トン

平成２６年度 １４３人 ０．３トン

平成２７年度 ８，５６１人 ３１トン

平成２８年度 ９，１２９人 ３７トン

○過去実施状況（奈良県）

※降雨のため、
・平成21年度は５箇所のみで実施
・平成25年度は１箇所中止
・平成26年度は３箇所のみで実施

○ごみモニタリングの実施

○実施結果報告

・当日：参加人数
（河川課へ電話連絡）

・翌日以降（できるだけ早く）：
参加人数＆ごみ回収量
（報告様式をメール送信）



大和川水質改善強化月間街頭啓発
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当日の写真データを
県河川課まで
ご提供願います。

ホームページ等で実施結
果を報告します。


